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表１ 空間放射線量率（ 10分間平均値） 単位： nGy/h

図１ 空間放射線量率及び雨量の時系列変化（ 旧監視センターMS）

測定地点
空間放射線量率

（ 日時： ７月15日 11時50分）
平常の変動幅

旧監視センター 78 39～77
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図２ 空間放射線量率及び雨量の時系列変化（ 旧監視センターの近隣MS）

図３ 線量率ト レンドグラフ

線： 線量率

棒： 雨量
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図1 土壌中の放射性セシウム濃度(Cs-134と Cs-137の合計量)の経時的変化

注） 測定機関2者のうち、 放射性セシウム濃度が高い値を採用している。

注） 比木は令和2年度から採取地点となった。
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図１  各号機の放水口モニタの測定値および雨量の推移（ 10 分値）  

平常の変動幅上限逸脱 

8 月13 日～8 月19 日

設備不具合による計測停止および

放水口モニタ設備清掃

8 月17 日～8 月19 日

放水口モニタ設備清掃

平常の変動幅（ 上限）

8 月18 日

放水口モニタ設備清掃
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写真１ 御前崎市池新田における松の生育状況（ 6月撮影）

写真２ 御前崎市池新田における松の生育状況（ 9月撮影）

約2. 5m
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写真１ カラムの破損状況 写真２ 散逸したシリカゲル

２ これまでの経緯・ 原因調査

（ １） これまでの経緯と原因の推定

令和２年度及び令和３ 年度に白砂局で同様の破損事象を確認しており、 いずれ

も夏季（ 第２四半期） であった。

令和２年度はカラムに充填したシリカゲルの粒径がそれまでよりも規格の範囲

内で小さく なり、 シリカゲルの重量が増えたことによって全体の吸湿量が増え、

特に1段目のカラムへの負荷が増大したためと推定していた。

令和３年度は、 人為的な操作過誤を疑い、 誤ったバルブ操作によるカラム内部

の減圧環境を模した過酷試験を実験室にて実施したが、 破損事象を再現できない

上流側ニードル

バルブ

フ
ロ
ー
メ
ー
タ

積算流量計

下流側ニードル

バルブ

(3) (4)(2)(1)

図1 ト リチウム捕集装置配管系統図
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（ ３） 原因調査（ 局舎環境による差）

写真４ に白砂局舎内の状況を、 写真５に平場局舎内の状況を示す。

局舎環境として、吸引経路、発電機及びエアコンの配置が異なっている。このこ

とにより、 白砂局では平場局に比較して空気環境等の違いにより何らかの影響が

あるため、 カラムの破損に繋がっている可能性があると考えた。

写真４ 白砂局舎内の状況 写真５ 平場局舎内の状況

３ まとめ

明確な原因究明には至っていないものの、 令和２ 年度以降のロット のシリカゲルを

用いた白砂局特有の事象であることから、 令和３ 年度に推定したガラスカラムの経年

劣化だけでなく 、 シリカゲルのロット による粒径差及び平場局にはない白砂局特有の

現場環境に破損原因がある可能性を改めて考えるに至った。

４ 今後の対応

今後の対応として、 以下の原因調査について来年度中夏季の実施を検討する。

（ １） 異なる種類のシリカゲルを用いた捕集装置を白砂局へ並列で配置する比較試験

の実施

（ ２）万が一のガラスカラム破損発生時の状況を正確に記録するため、同実験を撮影す

る小型監視カメラの白砂局への設置
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令和４ 年11 月21 日

静岡県環境放射線監視センタ ー

中部電力株式会社浜岡原子力発電所

８ 令和４ 年度第３ 四半期浜岡原子力発電所周辺環境放射能測定結果速報

令和４ 年度第３ 四半期中の測定において、 平常の変動幅を逸脱した測定があ

ったので下記のとおり報告する。

記

１ 対象項目

(1) 平常の変動幅の上限逸脱

・ 空間放射線量率（ 桜ヶ池公民館、 佐倉三区、 旧監視センター及び草笛）

２ 原因調査結果

添付１ のとおり 。
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図２ 線量率ト レンドグラフ





３ 実施機関

測定は次に掲げる機関が行うものとし、御前崎市、牧之原市、掛川市及び菊川市は試

料採取等において協力する。

(1) 静岡県環境放射線監視センター

(2) 中部電力株式会社浜岡原子力発電所

４ 実施内容

１の目的ごとに実施する内容は、別記１に掲げるとおりとする。

５ 測定方法等

測定方法等は、原子力規制庁が作成する「 放射能測定法シリーズ」 等を参考に別に定

めるものとする。

６ 実施計画

令和４年度の実施計画は、別記２に掲げるとおりとする。

７ 測定結果の報告

技術会は、原則として四半期ごとに、各実施機関から測定結果の報告を受けることと

する。

８ 測定結果の評価

技術会は、実施機関から報告を受けた測定結果について、別に定める方法により評価

を行うものとする。

９ 調査結果のまとめ

技術会は、測定結果及び評価結果をとりまとめ、調査結果書を作成する。
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(4) 補足参考測定

ア ゲルマニウム半導体検出器による機器分析

イ ト リチウム分析

６ 測定等の委託

測定等（ 試料の前処理を含む。） を委託する場合には、 委託先のデータの品質が

適切な方法により十分なレベルを確保していることを調査する。

試 料
測 定 目 標 値

単位
供試量

Co-60 I -131 Cs-134 Cs-137 測定時間

降下物 0. 8 － 0. 8 0. 8 Bq/m3
1か月分

50, 000秒

松葉 0. 2 － 0. 2 0. 4 Bq/kg 生
灰40g 相当

50, 000秒

松葉（ 直接法） － 0. 8 － － Bq/kg 生
2×103cm3 相当

20, 000秒

海水 8 － 8 8 mBq/L
10L

50, 000秒

試 料
測定目標値

単位
供試量

H-3 測定時間

大気中水分

（ 捕集水）
1 Bq/L

50mL

10分×20回×3サイクル

大気中水分

（ 空気）
0. 05 Bq/m3

50mL

10分×20回×3サイクル
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電所からの影響を示唆する測定値を検出した場合、その他これらに類する事象が発

生した場合には、空間放射線量率等の監視の強化並びに環境試料の採取及び測定を

拡充する。 ※

また、必要に応じ、浜岡原子力発電所周辺住民等の被ばく 線量の推定及び評価を

行う。

※ モニタリングステーショ ンのデータ確認を頻繁に行うことやダスト モニタのろ紙送り間隔を短

縮することに加え、 可搬型モニタリングポスト 等を設置することにより、 空間放射線量率等の分

布及び経時的変化を把握する。 また、 発電所の状況や時期に応じ、 適当な環境試料を選定し、 採

取及び測定数を増やす。
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１ －２ 積算線量

２ 環境試料中の放射能

２ －１ 大気浮遊塵の全α放射能・ 全β放射能

注１） 「 ＊」 は、 「 検出限界未満」 を示す。

測定地点名 平常の変動幅（ mGy/90日）

御前崎市 芹沢 0. 14 ～ 0. 15

西山 0. 14 ～ 0. 15

上比木 0. 15 ～ 0. 16

合戸東前 0. 14 ～ 0. 15

門屋石田 0. 14 ～ 0. 15

中尾 0. 17 ～ 0. 17

朝比奈原公民館 0. 14 ～ 0. 15

牧之原市 旧地頭方中学校 0. 15 ～ 0. 15

菅山保育園 0. 14 ～ 0. 15

鬼女新田公民館 0. 14 ～ 0. 15

掛川市 千浜小学校 0. 15 ～ 0. 16

菊川市 東小学校 0. 14 ～ 0. 15

測定地点名

平常の変動幅

集塵中の全α・ 全β

放射能比

集塵中の全β

放射能(Bq/m3)

集塵終了6時間後の

全β放射能(Bq/m3)

御前崎市 白砂 ～4. 3 ＊1)～13 ＊～0. 38

中町 ～9. 8 ＊～12 ＊～0. 25

平場 ～4. 6 ＊～12 ＊～0. 19

白羽小学校 ～5. 4 ＊～11 ＊～0. 19

牧之原市 地頭方小学校 ～4. 1 ＊～11 ＊～0. 29

















浜 岡 原 子 力 発 電 所
周 辺 環 境 放 射 能 調 査 結 果

第１９５ 号

調査期間： 令和４年７月～９月

令和４ 年１１ 月

編集・ 発行 静岡県環境放射能測定技術会

事務局： 静岡県危機管理部原子力安全対策課

住 所 静岡市葵区追手町９番６号

TEL （ ０５４ ） ２ ２１ －２０ ８８


